
特
定
最
低
賃
金
（
自
動
車
部
門
）
に
係
る
現
況
確
認
結
果

（
令
和
7
年
９
月
調
査
）

岐
阜
県
商
工
会
連
合
会

【
基
本
情
報
】

県
内
３
か
所
の
広
域
支
援
室
が
「
自
動
車
・
同
附
属
品
製
造
業
」
事
業
所
を
調
査

〇
従
業
員
規
模

・
５
人
以
下

４
事
業
所

・
６
～
２
０
人

１
５
事
業
所

・
２
１
人
以
上

９
事
業
所

計
２
８
事
業
所

〇
従
業
員
数

総
数

７
８
５
人

う
ち
非
正
規
従
業
員
数

２
５
５
人

〇
事
業
形
態

・
個
人

３
事
業
所

・
法
人

２
５
事
業
所

※
商
工
会
会
員
事
業
所
の
規
模
別
割
合
を
念
頭
に
対
象
事
業
所
を
選
定

※
構
成
比
の
数
値
は
小
数
点
以
下
第
２
位
を
四
捨
五
入
し
て
い
る
た
め
、
個
々
の
集
計
値
の
合
計
は
必
ず
し
も

1
0
0
％
と
な
ら
な
い
場
合
が
あ
る
。

1

andouy
フリーテキスト
資料№１



【
前
年
度
の
特
定
最
低
賃
金
（
自
動
車
部
門
）
の
引
上
げ
に
よ
る
影
響
は
】

(n
=

2
8
)

【
今
年
度
も
引
き
上
げ
ら
れ
る
と
し
た
ら
ど
ん
な
影
響
が
予
想
さ
れ
る
か
】

(複
数
回
答

)(
n

=
2
8
)

項
目

回
答

構
成
比

(1
)あ
っ
た

1
9

6
7
.9
％

(2
)な
か
っ
た

9
3
2
.1
％

(1
)の
具
体
的
内
容
（
複
数
回
答
）

(n
=

1
9
)

・
収
益
減
少

1
5
事
業
所

(7
8
.9

%
)

・
従
業
員
の
就
業
調
整

  
9
事
業
所

(4
7
.4

%
)

1

項
目

回
答

構
成
比

(1
)収
益
圧
迫

2
3

8
2
.1

%

(2
)就
業
調
整

1
2

4
2
.9

%

(3
)就
業
時
間
減

7
2
5
.0

%

(4
)廃
業

3
1
0
.7

%

(5
)従
業
員
の
退
職
・
解
雇

2
7
.1

%
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【
更
な
る
特
定
最
低
賃
金
（
自
動
車
部
門
）
の
引
上
げ
は
競
争
力
の
低
下
に
つ
な
が
る
か
】

(n
=

2
8
)

【
許
容
で
き
る
引
上
げ
額
は
】

(n
=

2
8
)

項
目

回
答

構
成
比

(1
)つ
な
が
る

1
3

4
6
.4
％

(2
)つ
な
が
ら
な
い

1
5

5
3
.6
％

2

項
  
  

  
  
  

  
  

  
 目
項
目

回
答

構
成
比

(1
) 
１
，
０
６
６
円
（
今
年
度
地
域
別
最
低
賃
金
１
，
０
６
５
円
＋
１
円
の
９
円
ア
ッ
プ
）
ま
で

1
1

3
9
.3

%

(2
) 
１
，
０
９
０
円
（
一
昨
年
度
特
定
最
低
賃
金
の
引
上
げ
額
と
同
額
の
３
３
円
ア
ッ
プ
）
ま
で

  
7

2
5
.0

%

(3
)引
上
げ
は
許
容
で
き
な
い
（
現
状
維
持
１
，
０
５
７
円

)
5

1
7
.9

%

(4
) 
１
，
１
２
１
円
（
今
年
度
地
域
別
最
低
賃
金
の
引
上
げ
額
と
同
額
の
６
４
円
ア
ッ
プ
）
ま
で

3
1
0
.7

%

(5
)そ
の
他
（
賃
上
げ
原
資
の
確
保
次
第
等

)
2

7
.1

%
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項
目

回
答

構
成
比

(1
)あ
る

7
2
5
.0
％

(2
)な
い

2
1

7
5
.0
％ 3

【
愛
知
県
よ
り
最
低
賃
金
が
低
い
こ
と
で
雇
用
確
保
が
困
難
で
あ
っ
た
り
、
労
働
力
の
流
出
な
ど
あ
る
か
】

(n
=

2
8
)

項
目

回
答

構
成
比

(1
)影
響
な
し

1
9

6
7
.9
％

(2
)影
響
あ
り

9
3
2
.1
％

•
部
品
点
数
が
少
な
く
な
り
、
自
社
関
連
の
部
品
も
減
少

•
E
Ｖ
化
等
様
々
な
技
術
に
対
応
し
た
自
動
車
が
生
産
さ
れ
る
と
、
孫
請
け
企
業
と
し
て
は
不
確
実
性
が
増
す

【
E

V
化
の
影
響
は
】

(n
=

2
8
)

4



4

項
目

回
答

構
成
比

(1
)影
響
な
し

9
3
2
.1
％

(2
)現
在
既
に
影
響
あ
り

・
受
注
減
少
、
コ
ス
ト
削
減
要
請
等

1
0

3
5
.7

%

(3
)今
後
影
響
が
予
想
さ
れ
る

・
受
注
減
少
、
コ
ス
ト
削
減
要
請
等

9
3
2
.1

%

【
米
国
関
税
の
影
響
は
】

(n
=

2
8
)

5



【
自
由
意
見
記
述
】

①
中
小
企
業
が
賃
金
を
上
げ
る
と
い
う
こ
と
は
、
自
分
の
身
銭
を
使
い
切
る
ま
で
の
余
命
の
よ
う
な
も
の
で
、
そ

れ
が
な
く
な
れ
ば
閉
め
ざ
る
を
得
な
い
。

②
今
後
賃
上
げ
が
続
け
ば
、
廃
業
に
追
い
込
ま
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

③
コ
ロ
ナ
以
降
受
注
が
減
少
し
物
価
も
上
が
っ
て
い
る
が
、
受
注
単
価
は
据
え
置
き
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
ひ
ど

い
も
の
は
２
０
年
前
の
単
価
の
ま
ま
と
い
う
も
の
も
あ
る
。
こ
の
ま
ま
で
は
会
社
が
い
つ
ま
で
存
続
で
き
る
か

心
配
で
、
日
々
悩
ん
で
い
る
。

④
諸
経
費
の
高
騰
等
に
よ
り
利
益
確
保
困
難
。
賃
上
げ
に
対
す
る
支
払
い
余
力
は
限
界
に
き
て
い
る
。

⑤
労
務
費
の
上
昇
分
が
十
分
価
格
転
嫁
で
き
な
い
の
が
現
実
。
労
務
費
の
負
担
が
大
き
い
。

⑥
賃
上
げ
の
対
応
を
求
め
ら
れ
る
が
、
現
状
の
収
益
構
造
で
は
十
分
な
支
払
い
余
力
は
な
い
。
特
に
原
材
料
費
や

エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
の
上
昇
が
続
く
中
、
賃
上
げ
分
を
価
格
転
嫁
す
る
に
は
、
親
企
業
と
交
渉
す
る
必
要
が
あ

り
、
厳
し
い
状
況
が
見
込
ま
れ
る
。
加
え
て
米
国
関
税
を
見
据
え
た
コ
ス
ト
削
減
要
請
な
ど
、
中
小
企
業
は
今

後
の
経
営
す
ら
危
ぶ
ま
れ
る
。
現
状
を
見
据
え
た
賃
金
改
革
を
し
て
も
ら
い
た
い
。

⑦
行
政
に
よ
る
市
場
原
理
無
視
の
賃
上
げ
は
や
め
て
ほ
し
い
。
最
低
賃
金
を
引
き
上
げ
る
な
ら
、
小
規
模
事
業
者

に
も
賃
上
げ
原
資
を
確
保
で
き
る
施
策
の
実
施
や
、
下
請
企
業
が
労
務
費
高
騰
分
に
対
し
て
も
価
格
転
嫁
を
依

頼
し
た
時
に
は
そ
れ
に
応
じ
る
な
ど
、
利
益
が
確
保
で
き
る
仕
組
み
を
構
築
し
て
ほ
し
い
。

⑧
政
府
に
は
、
最
低
賃
金
引
上
げ
に
伴
う
助
成
制
度
（
業
務
改
善
助
成
金
な
ど
）
の
更
な
る
拡
充
に
加
え
、
価
格

転
嫁
の
適
正
化
支
援
、
設
備
投
資
や
省
力
化
へ
の
補
助
制
度
拡
充
、
地
域
に
根
差
し
た
人
材
育
成
支
援
な
ど
を

強
く
求
め
る
。

⑨
罰
則
が
あ
る
の
に
賃
上
げ
に
つ
い
て
決
定
か
ら
発
効
ま
で
の
間
が
短
い
の
で
、
十
分
な
期
間
を
設
け
て
ほ
し
い
。

ま
た
引
上
げ
額
の
明
確
な
根
拠
を
わ
か
り
や
す
く
示
し
て
ほ
し
い
。

⑩
手
取
り
を
増
や
す
に
は
社
会
保
険
料
や
税
金
を
下
げ
る
こ
と
も
重
要
。
社
会
保
険
料
の
企
業
負
担
も
厳
し
い
。

従
業
員
の
就
業
調
整
も
負
担
が
大
き
い
。
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